
令和　５年　８月　１６日

１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

指定管理者名

設置目的

0859－31－9363西部総合事務所県民福祉局西部観光商工課

国立公園大山地内の利便性を高め、県民が大山の自然並びに歴史及び文化に親しむ機械を増大させ、
もって自然を大切にする心をはぐくむとともに、大山観光振興に寄与する。
 昭和39年　博労座駐車場設置
 昭和45年　槇原駐車場設置
 昭和63年～平成元年　立体駐車場整備
 令和３年　博労座第1駐車場拡張

・利用時間　　　午前０時～翌日の午前０時

休館日

委託業務の内容

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（令和４年度業務)

所在地

連絡先

指定期間一般社団法人大山観光局

・管理施設の維持管理に関する業務 (一般管理業務並びに保全、清掃及び維持修繕業務)
・管理施設の利用許可、利用料金の収納及び利用制限に関する業務
・管理施設の利用促進及び利用者への利便提供に係る業務

開館時間

設置年月日

大山駐車場 西伯郡大山町大山、大山町赤松施　設　名

施設所管課名

令和4年4月1日から令和9年3月31日

施設内容

駐車場名/面積
大山国立公園駐車場（大山博労座第１駐車場から第5駐車場）　　　　　　 /　22,712.68㎡
大山屋内駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　 7,640.59㎡
大山隠岐国立公園上槇原駐車場（大山槇原駐車場第1から第3駐車場）　　　/　35,151.00㎡

・休場日
　　大山国立公園駐車場　　　　　年中無休
　　その他の駐車場　　　　　　　冬季以外 (スキー場営業開始日　　　【12月23日】から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌年のスキー場営業終了日 【3月21日】以外)

利用料金

冬季に大山国立公園駐車場、大山屋内駐車場を有料化 (大山隠岐国立公園上槙原駐車場は冬季無料)

●大山国立公園駐車場　　乗用車　　　　　　１，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(午後2時以降入場700円、午後5時以降入場500円)
　　　　　　　　　　　　大型バス　　　　　２，４００円
　　　　　　　　　　　　マイクロバス　　　１，８００円
　　　　　　　　　　　　二輪車　　　　　　　　１００円

●大山屋内駐車場　　　　乗用車(土日祝)　　１，５００円(2日目以降１，０００円)
　　　　　　　　　　　　乗用車(平日)　　　１，０００円(2日目以降１，０００円)

※身体障がい者等を対象とした利用料の減免有り
※12月29日～1月3日は祝日扱いとする
※３月第１日曜日の翌日～同シーズンのスキー場営業日の期間は≪大山博労座駐車場≫並びに≪大山立
体駐車場≫の乗用車料金は減免により終日500円とする



３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和４年度無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 4,580 15,663 15,930 6,900 43,073

令和３年度無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 3,848 18,755 15,852 8,337 46,792

増　減 － － － － － － － － 732 △ 3,092 78 △ 1,437 △ 3,719

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和４年度無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 4,912 16,580 16,826 4,753 43,071

令和３年度無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 無料開放 4,235 19,333 16,833 5,892 46,293

増　減 － － － － － － － － 677 △ 2,753 △ 7 △ 1,139 △ 3,222

５ 収支の状況

小　計

令和３年度

0

46,068

-2,436

-529 人  件  費

収入
43,632

0

14,380

0

利用料金収入
　　　 (千円)

-2,436

0

0

受取利息・雑収入

　　正職員（常勤職員）：　5人、非常勤職員：　1人、臨時職員：　15人　〔計　21人〕

増　　減

43,632県立大山博労座駐車場

区　　　　　分

管理体制

　【体制図等】

利用者数 (人)

令和４年度

その他(負担金を含む）

46,068

事業収入 0

小　計

43,632

46,068

-803

0

 管理運営費 24,49723,694

14,909

計

38,674計

 そ　の　他 600

-2,436

40,006

支出

600 0

 事　業　費

0
事業外収入

収 　支 　差 　額 4,958

0

-1,332

0

6,062

0

代表理事
事務局長

(1名)

管理チーフ

(1名)

非常勤職員

(1名／清掃業務担当)

臨時職員(15名)

(駐車場料金徴収及び整理要員)

常勤正職員

(3名、うち1名は経理担当職員)

●一般社団法人大山観光局代表理
事を管理責任者とする体制。
●駐車場の要員 (事務局長、管理
チーフ、一般職員)として人員５名を
通年で雇用。
●冬季には、駐車場料金徴収及び整
理要員として１５名を臨時（季節）雇
用。
●駐車場の会計管理については特
別会計を設け、経理担当職員が管理
している。



６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

７ サービスの向上に向けた取組み

安全管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし ※業種・規模の要件あり

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品
卸売業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家
具・建具・じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、
自動車整備業及び機械修理業

全ての業種

※常時１０人以上の労働者を
使用する場合は作成、届出
が必要

1,001人～2,000人（４人選任）

適 適 ※適否を記入

全ての業種

所定労働時間

産業医の選任

選任の要否：否　　選任状況：選任なし

無

衛生管理者の選任 ※規模の要件あり

一般健康診断の実施

※規模の要件あり

区　分

安全衛生推進者

営業形態

衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種

○積雪量の少ない３月６日以降は利用客へ還元することでシーズン終了までの利用増を見込み、減免措
置として一律500円での運用を行った。
○だいせんホワイトリゾートの協力により、シーズン券を合わせた綴り駐車券（利用実績により正規料
金で精算）を利用可能とし、お客様の利便性の向上を図った。
○行政機関主導の「得々割キャンペーン（鳥取県）」、「物価高騰対策チケット（大山町）」を利用可
能とし、利用促進を行った。

就業規則、
労働条件通知書 就業規則、
労働条件通知書

有

※書面の名称を記入

取　　組　　み　　内　　容

無

※幅がある場合は上限、下
限を記入

有

状況

労働条件の書面による提示

労使協定の締結状況

確認項目

雇用契約
・

労使協定

産業医

安全管理者

○冬季駐車場運営マニュアル（運営マニュアル／接遇マニュアル）を定め、職員教育を行った。
○新型コロナウイルス感染拡大防止・予防に関する職員教育を実施した（R4.12.13実施）。
○利用者からの苦情等が寄せられた場合は、組織全体で共有し、迅速な対応と再発防止に努めた。

50人以上

最低賃金との比較 適

○観光局で２台除雪機をリース契約して直営＋外注作業の協業による除雪体制で取り組んだ。

安全管理者と同じ

※業種・規模の要件あり

管理体制

10人以上50人未満

2,001人～3,000人（５人選任）

10人以上50人未満

除雪業務

給与

衛生管理者

選任の要否：否　　選任状況：選任なし

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）

安全衛生

3,001人以上（６人選任）

無

規模（常時使用する労働者数）

労働時間

※労働基準監督署長への届
出が必要な協定の有無

種別

時間管理の手法

208千円/月

休暇、休日の状況

※平均月額を記入

支払い遅延等の有無

８時間

※有無を記入

※幅がある場合は上限、下
限を記入

無

3.5～8時間

79千円/月

使用者の現認
※タイムカード、ICカード、自
己申告、使用者の現認など
の別を記入

週休２日以上

正職員

就業規則、
労働条件通知書

有 有

有

週休２日

無

100千円/月（12月～3月）

非常勤職員

給与金額

自己申告 使用者の現認

有

就業規則の作成状況

週休２日

７時間４５分

備考

業種

501人～1,000人（３人選任）

臨時職員

年１回実施

選任の要否：否　　選任状況：選任なし

50人以上



８ 利用者意見への対応

９ 指定管理者による自己点検

利用者からの苦情・要望

除雪費用の高騰が直近の課題として、大きなウェートを締めています。前年、ライブカメラの有用性が確認できたので、
次シーズンはより広範囲にライブカメラを設置し、情報を取得することで効率的な除雪計画を立て、経費の圧縮を目指し
ます。
また、次シーズンの導入は難しいと思いますが、料金の徴収方法やリザーブの導入などに向けて、現在のアナログなシス
テムを見直し、IT化への道筋を探っていかなければならないと思っています。

「大山駐車場」の管理者としてグーグルに登録し、駐車料金なども記載し、口コミの意見なども積極的に確認したとこ
ろ、冬季の休日を中心に込み合っているなど、改善の難しい指摘も見られたが、多くが比較的好意的な書き込みが並んで
いた。眺望や利便性、夏季無料、誘導員の対応について良い評価をいただき、特にトイレの清潔さに好感いただけた。

大山観光局及びスキー場ホームページへの意見、駐車場職員に対する直接の意見、周辺事業者を通した
間接的な意見等

スタッフの対応が悪く、不愛想だった。

駐車場にライブカメラを設置し、どこからでもリアルタイムに駐車場の降雪状況を確認できる様にしました。これによっ
て、状況確認のための待機が不要となり、スタッフの負担をかなり軽減することができました。

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

　利用者からの積極的な評価

利用者意見
の把握方法

障がい者団体から、駐車場を予約したい
との要望。

対　応　状　況

お客様に謝罪し、スタッフには駐車場内で意図しない動きをされた場合であっ
ても、丁寧に対応するよう指導した。

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

予約対応などは、行っていないことを案内した上で、県と指定管理者で協議
し、障がい者スペースとして確保している区画を増やすこととし、当該団体に
もその区画を案内した。



10 施設所管課による業務点検

　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

3

・冬季運営について、運営マニュアル等により、適切な駐車場案
内に努めている。

評　価 点　　　検　　　結　　　果

　 ・その他の法令

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

　○不適正事案や事故等の有無

　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成してい

項　　　　　　　目

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　○事故の防止措置、緊急時の対応

・収入面では、比較的天候に恵まれたシーズンで、収入を十分に
確保できた。
・支出面では、駐車場内にライブカメラを設置し、リアルタイムで
状況を確認することで、効率的な除雪計画を立てたり、また、平
日は屋内駐車場へ優先的に案内し、屋外の第４駐車場を閉場し
除雪回数を減らす等、除雪費削減に取り組んだ。
・駐車場内のライブカメラにより、降雪等状況確認のための待機
要員を減らす等、効率的な人員配置を行い、安定的な管理運営
を行うことができた。

　○開館時間、休館日、利用料金等

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

　○利用の許可

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

3

3

3
・常勤職員による年間の管理体制のほか、駐車料金が有料とな
るスキーシーズンは、駐車場料金徴収及び整理要員として臨時
職員を雇用し、必要に応じて配置する等、実態に即した柔軟な職
員配置を行い、適切に対応している。

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

〔会計事務の状況〕

〔収入支出の状況〕

〔職員の配置〕

　○利用指導・操作

4

　○個人情報保護、情報公開

・協定書及び事業計画に沿って適切に対応している。

　○利用者意見の把握・対応

〔利用者サービス〕

・施設の保守管理、修繕について、適宜対応している。
・維持管理や緊急時など、迅速に対応がなされている。

3
　○適正管理に必要な利用者への措置命令

〔関係法令の遵守状況〕

　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。

　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

・法令等による行政指導の該当事例なし。
・除雪業務、トイレ清掃、草刈り、駐車券印刷業務などについて、
県内発注に努めている。

・業務報告書による月次報告が適切になされている。
・駐車券、利用管理簿等、適切に整備・管理されており、適切な
会計事務が行われている。

〔県の施策への協力〕

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

総　　　　括

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

3 ・該当事項なし。

3

3

・冬期駐車場運営マニュアルを整備し、職員全体で駐車場運営
に係るルールを共有した上で、利用者サービスの提供を行って
いる。
・冬季期間は、HPやYouTubeで積雪状況、道路状況等を毎日発
信し、利用者が利用しやすいような工夫を行い、利用者サービス
の向上を図っている。
・利用者から意見が寄せられた際には、職員全体で共有し、改善
に努めている。

　○附属設備・備品の貸出し

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○利用料金の徴収、減免の実施

　○利用受付・案内

　○障がい者就労施設への発注

3


